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地
域
生
活
支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
と
内
容

○
移
動
支
援
事
業

○
日
中
一
時
支
援
事
業

○
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業

　

身
体
ま
た
は
知
的
、
精
神
に
一
定
以
上
の
障

が
い
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
適
当
と
判

断
さ
れ
る
人
に
対
し
行
う
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

で
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
心

身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
や
、
運
転
免
許
取
得
・
改
造

の
た
め
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

給
付
・
助
成
要
件
、
利
用
料
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

☎（
2
3
2
）4
9
1
3

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
創
作
的
活
動
な

ど
日
中
活
動
の
場
の
提
供
や
地
域
と
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

地
域
生
活
支
援
を
図
り
ま
す
。

※

利
用
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
菊
陽

病
院
内
）　　
　
　

☎（
2
3
2
）8
5
1
8

○
相
談
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、
権
利
擁

護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※

利
用
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）　
　
　
　

☎（
2
2
7
）7
0
1
0

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
菊
陽

病
院
内
）　　
　
　

☎（
2
3
2
）8
5
1
8

就
労
相
談
・
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

○
就
労
相
談
支
援

　

就
労
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
、
相
談
に

応
え
ま
す
。

○
職
場
開
拓

　

事
業
所
に
対
し
、
障
が
い
者
雇
用
の
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

○
就
業
生
活
支
援

　

日
常
生
活
の
自
己
管
理
、
地
域
生
活
、
生

活
設
計
な
ど
に
関
す
る
提
案
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
北
部
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー 

が
ま
だ
す（
菊
池
市
隈
府
）

☎
0
9
6
8（
2
5
）1
8
9
9

障
害
児
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
人
に
支
給
し

ま
す
。
要
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
1
4
，3
8
0
円
）

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
児
童

に
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当（
月
額
2
6
，4
4
0
円
）

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
し
ま
す
。

※

各
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
、
病
院
ま
た

は
診
療
所
に
3
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

心
身
に
一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
す
る
人
に
、
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

1
級（
月
額
5
0
，7
5
0
円
）

　

2
級（
月
額
3
3
，8
0
0
円
）

※

手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
な
る
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

☎（
2
3
2
）4
9
1
3

▼
開
催
日

　

5
月
16
日（
日
）

　

5
月
30
日（
日
）　

水
泳
競
技
の
み

▼
競
技
と
開
催
会
場

・

陸
上
競
技

　

熊
本
市
水
前
寺
競
技
場

・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

・

水
泳
競
技（
30
日
開
催
）

　

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

・

卓
球
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館

・

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
害
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　

Ａ
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

　

マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
熊
本

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
菊
池
地
域
振
興
局
福
祉
課

☎
0
9
6
8（
2
5
）0
6
8
9

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障
が
い
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

第
9
回
熊
本
県

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
も
こ
の
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、
学

生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す（
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
）。

　

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
町
民
課
年
金
係
へ
申
請
し
ま

し
ょ
う
。
申
請
が
遅
れ
て
、
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
で
重
い

障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
所

得
が
1
1
8
万
円
以
下
の
人（
学

生
に
扶
養
親
族
が
あ
れ
ば
基
準
額

が
変
わ
り
ま
す
）

■
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校（
修
業
年
限
が
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）な
ど
に
在
学
す
る

学
生

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
平
成
22

年
4
月
以
降
に
交
付
さ
れ
た
在

学
証
明
書

③
印
か
ん（
認
め
印
可
）

■
承
認
さ
れ
る
と

　

申
請
さ
れ
た
年
度
の
4
月
分
か

ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
へ

町民課　年金係
熊本西年金事務所

２３２－４９１４
３５５－３２６１問い合わせ

　

今
日
の
地
域
社
会
は
、
都
市
化

の
進
展
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
容
し
、

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や
、
協

力
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
と

は
、
住
民
自
身
が
地
域
を
見
つ
め

直
し
、
一
体
と
な
っ
て
連
携
し
、

地
域
の
活
性
化
や
親
睦
・
交
流
を

図
る
新
た
な
取
り
組
み
に
、
補
助

金
を
交
付
し
支
援
す
る
も
の
で
す
。

地
域
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と

い
う
思
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

補
助
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
総
合
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
団
体　

　

区
ま
た
は
自
治
会
、
町
内
で
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
を

行
う
10
人
以
上
の
団
体

■
補
助
対
象
事
業　

①
地
域
の
自
然
お
よ
び
環
境
な
ど

の
保
全
に
関
す
る
事
業

②
地
域
文
化
の
継
承
お
よ
び
歴
史

的
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
事
業

③
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
福

祉
支
援
な
ど
に
関
す
る
事
業

④
地
域
住
民
の
融
和
・
交
流
を
深

め
る
た
め
の
事
業　
　

な
ど

※

例
え
ば
、
昔
遊
び
の
伝
承
な
ど

の
世
代
間
交
流
、
農
業
体
験
、

環
境
美
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
地

域
情
報
マ
ッ
プ
の
作
成
、
祭
り

の
実
施
な
ど
ア
イ
デ
ア
次
第
で

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
だ
し
、
以

前
か
ら
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　
　
　

　

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
2
の

額
で
、
限
度
額
は
30
万
円

※

補
助
対
象
経
費
は
、
材
料
費
、

賃
借
料
、
印
刷
費
、
消
耗
品
費

な
ど

■
募
集
期
限

4
月
30
日（
金
）

複
数
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

『
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
』を

ご
活
用
く
だ
さ
い

総合政策課　行財政改革推進係 ２３２－２１１２問い合わせ

福祉課からのお知らせ


